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耐寒促進剤を調合した無機系接着剤の付着強度に関する研究 
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概  要 
 
 
 


あと施工アンカーに適用する接着剤として，長期持続荷重に対する耐性の高さから，無機系接着剤の普及が期待され

ているが，無機系接着剤はセメント系材料であるため，寒中施工では初期凍害等の不具合が懸念される．そこで筆者ら

は，氷点下を含む寒中施工（目標：-10℃～4℃）に無機系接着剤を適用させるため，適切な耐寒促進剤の濃度を圧縮強

度および付着強度の実験結果から選定した．実験結果より，目標とする環境下で施工が可能かつ，良好な圧縮強度・付

着強度となった練り混ぜ水に含まれる防凍効果のある成分濃度は 11.1%～17.3%であった．この結果を基に，11.1%～

17.3%の中間値である濃度 14.3%の練り混ぜ水で作製した無機系接着剤を用いて，北海道室蘭市内の寒冷期に実施工を

想定した付着実験を実施した．その結果，氷点下の寒中施工でも良好な付着強度を発揮することを確認した． 


成  果 
 
 
 

 防凍効果を有する成分濃度と凝固点の関係を確認した． 
 防凍効果を有する成分濃度と無機系接着剤の圧縮強度および付着強度の関係を把握した． 
 -10℃以上の環境下で凍結しない材料であり，強度発現が良好な防凍効果を有する成分濃度は 11.1%～17.3%である

ことが判明した． 
 室蘭市内で実施工を想定した実験を寒冷期に行い，最低気温-13℃の環境下であっても付着強度増進を確認した． 


 
 
 



 

図－４ 室蘭市内で行った無機系接着剤の付着実験結果 

 

図－１ 接着剤の圧縮強度および付着強度と防凍成分濃度の関係 

 

図－２ 室蘭市内行った付着実験時の環境温度推移 

 

図－３ 室蘭市内で行った無機系接着剤の圧縮強度試験結果 
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防凍成分濃度

付着強度

圧縮強度
a
※=10.2N/mm2 

※ a：付着強度の設計値（基本平均付着強度） 
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※ 図－２参照 
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※ 図－2参照 
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